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誰に何を 
プレゼント 
 

ねらい 
・ 生活に役立つ物のプレゼントやおもてなしの調理を通して、家族やお世話になった人への感謝の気持ちを伝えていこうとすることが
できる。 
・ 家族やお世話になった人への感謝の気持ちを伝えるために生活に役立つ物の製作やおもてなしの調理を工夫することができる。 
・ 家族やお世話になった人への感謝の気持ちを込めて、生活に役立つ物の製作やおもてなしの調理をし、触れ合いの会ができる。 
・ 心の通い合った生活をしていくためには、お互いに思いやる心をもつことが大切なことがわかる。 

学習前の子どもの姿 
・家庭の仕事の大変さや家族の大切さが分かり、家族に感謝している。 
・簡単な調理や作品作りができる技能は身に付けたが、自分で計画して進めることは弱い。 

 
 

⑦ありがとうの会の飲み物や簡単な食事を考えよう 
・家族などをもてなす飲み物や簡単な調理 
・実習計画 作り方・材料と分量・分担 

①ありがとうの会の計画をしよう 
・家族がいてよかったこと・うれしかったこと 
・ありがとうの会の計画作り 

③④⑤⑥家族などへのプレゼントを作ろう 
・製作 
・作品交流 

②製作計画を立てよう 
・我が家で見つけてきた衣服の生かし方 
・製作計画作り 

古着を使
っていろい
ろな物がで
きるんだ。 

長く使っても
らえるように丈
夫に丁寧に作ろ
う。 

お母さんいつもあり
がとう。感謝の気持ち
を込めたありがとうの
会を成功させたい。 

めざす子どもの姿 
・ 家族やお世話になった人へ感謝の気持ちを
込めて、おもてなしをすることができる。 
・ お互いを思いやり、感謝して生活すること
の大切さがわかる。 

家庭生活は、自
分の家だけでな
く、地域の人々と
協力してよくする
ことがあるんだ。 

ありがとうという気
持ちが素直に出せた
よ。心がとってもあた
たかくなった。 

一生懸命作ったけ
ど、喜んでくれるかな。
私の気持ちが少しで
も伝わるといいな。 

⑩近隣の人々との生活を考えよう 
・自分の家でのかかわり方 
・近隣の人々が住みやすくするためにやっていること 

⑨家族などにありがとうの気
持ちが伝わる会にしよう 

⑧あたたかいふんい気の会場作りを工夫しよう 
・飲み物や食べ物の調理 
・あたたかい雰囲気になる会場作り 

⑪2年間の学習を振り返ろう 
・自分ができるようになったこと 
・これからの家庭生活 

わたしが作る家族の日 《６年３学期・全 11時間》 

生活に生かす 

生活見つめ 

課 題 追 求 

課 題 把 握

＜家族のために＞ 

プレゼント作り 

家族の日の計画 

地域の中で
自分のでき
ること 

手作りのおもてなし 

家族のため
に自分ので
きること 

古着の
生かし
方 

自分の家の
近隣の人々
とのかかわ
り方 

＜家族から＞ 

喜んでもらえる
物を作りたい。 

豊かな生活大発見 
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